75th and 76th Meeting News, and the Secretary Meeting News by unknown
研 究 会 だ よ り 
第７５回岡山実験動物研究会例会 

















一般講演 3 は「Mulberry modulates the gut 
microbial flora and inhibits the DSS-induced 


















 一般講演 5 が終了した後、休憩を取った。 
その後、事務局(会長)から会務報告があった。 
なお、会務報告は平成 30 年度第 1 回理事会の
記載内容(67～69 頁)を参照下さい。 
会務報告後、一般講演 6 に移った。 















上段左より 国枝先生、紺野氏、 小林氏 













ヌートリア Myocastor copus を用いた試験と
実験２ 
紺野弘毅 1, 齋藤 香 3, 里見春奈 3,  
宮崎多惠子 2, 河村功一 2, 小林秀司 3 
1岡山理科大学理学研究科 2三重大学生物
資源学部 3岡山大学理学部動物学科































選択するようになった（正答率 80%以上）．  








































transporter および aquaporin 4 の局在解析 




























体として polyclonal goat anti HMIT antibody
（sc-244166, Santa Cruz biotechnology）お
よび polyclonal rabbit anti AQP4 antibody
（ AB3594, Chemicon ）， 二 次 抗 体 と し て
Alexa488 donkey anti goat IgG（A-11055, Life 
technologies）および Cy3 donkey anti rabbit 














（Eckhard et al., 2012; Miyabe et al., 2002; 
Huang et al., 2002）。これらの結果を指標と
して，HMIT 分子の局在を調べたところ，特に
















Cl/HCO3 exchanger である pendrin の発現
が報告され，pendrin KO により内リンパ水腫
に よ る 難 聴 が 誘 発 さ れ る と さ れ る
（ Wangemann et al., 2007 ）。 HMIT が







Mulberry modulates the gut microbial flora 
and inhibits the DSS-induced ulcerative 
colitis 
Yang Wang and Toshimitsu Hatabu
Graduate school of Environmental and Life 
Sciences, Okayama University 
Introduction 
Mulberry belongs to the genus of Morus 
and is used as a traditional medicine. This 
fruit has many biological functions such as 
antioxidant, anti-inflammation, and 
immune-modulating because of containing 
rich ingredients such as polyphenols, which 
including anthocyanin, flavonoid derivatives, 
and phenolic acids.  
Inflammatory bowel disease (IBD) 
which characterized chronic inflammation 
and the ulcerative colitis increases 
worldwide lately. However, the pathogenesis 
is unclear. Furthermore, the gut microbiota 
plays a key role in immune homeostasis and 
autoimmunity, and it is possible reason that 
the changing of gut microbiota compositions 
in the IBD patient. Those bacteria may 
affect some inflammasomes, for example 
NLRP6 and NLRP3, which alleviate 
inflammation of colonic epithelial cells by 
modulating some cytokines expression. 
Anti-inflammation drugs have been the drug 
of choice for the treatment of this disease, 
but it is difficult to use for its side-effects. At 
present, the development of new drugs and 
the use of supplements in combination are 
the important approaches. 
Hence, the aim of this study was to 
evaluate the inhibitory effect of mulberry 
against the ulcerative colitis and influence 
to the composition of gut microbiota in 
Dextran Sulfate Saline (DSS)-induced colitis 
mouse.  
Materials and Method 
Male BALB/c mice (7 weeks old) were 
randomly divided into 6 groups (n＝3/group). 
The diet with (Group 1 to 4) or without 
(Group 5 and 6) mulberry juice freeze-dried 
powder (MFP) were daily supplied for 3 
weeks. After 3 weeks maintenance, the mice 
(Group 1, 3, and 5) were supplied water 
containing 5% (w/v) DSS for 1 week and 
body weight and fecal condition in mice were 
daily monitored. At the end of this week, the 
colon was collected and made 
hematoxylin-eosin staining specimens for 
evaluation of the degree of colonic 
inflammation. The disease activity index 
(DAI) was calculated according to the loss of 
body weight and symptoms of disease. The 
feces were also collected to determine the 
bacterial composition by RT-qPCR. 
Results and Discussion 
The severe body weight loss (about 25%) 
was observed in Group 5 mice, but not in 
mice with MFP (Group 1 and 3). DAI score 
in Group 5 mice was indicated at 3.5, 
whereas DAI score in mice fed with MFP 
was significantly decreased. Especially, the 
score in Group 1 mice was observed lower 
than it in Group 3. The colon length in 
Group 1 was longer than Group 3. The 
tissue damages in Group 5 mice were 
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observed severe compared with it in Group 1 
mice. The results of real-time qPCR 
indicated that total bacterial population was 
109-10 copies/g in colon. The significantly 
decrease was observed for Bifidobacterium 
and Clostridium perfringens population in 
both Group 3 and 5 compared with Group 1 
mice. On the other hand, the significantly 
increase was observed for Bacteroides spp. 
population in group 5 compared with Group 
3 mice. Furthermore, the significantly 
decrease was observed for Bacteroides spp. 
population in group 2 compared with mice in 
both Group 4 and 6. 
There is known that Bacteroides spp. is 
as one of factor which leads the severe IBD 
disease. We observed the decrease of 
Bacteroides population by mulberry 
treatment. On the other hand, the results in 
this study indicated that the significantly 
increase of Bifidobacterium population was 
observed. The bacteria in Clostridium 
perfringens group was also increased in 
mice fed with MFP. These two bacteria 
populations were known as good factor by 
modulating cytokine production and 
oxidative stress for IBD. These results may 
indicate that mulberry inhibits the DSS 





























【方法】5 週齢の Wistar 雄ラットを、ストレ
ッチハンドリング群（Stretch 群）、従来から
いわれてきたハンドリング群（Caress 群）、無
ハンドリング群（Control 群）の 3 グループに
分け、無麻酔下で経時的に（ハンドリング開始
























○小川寛人 1、平山晴子 2、田中爽暉 1、矢田範
夫 2、難波ひかる 1、山下信子 1、米満研三 3、





















畜ブタの HEV 感染状況を調査した。 
【材料と方法】2012 年から 2016 年に鹿田施
設に搬入された 2-3 ヶ月齢の家畜ブタ 73 頭、
陰性対照としてHEVフリーの実験用家畜ブタ
3頭およびミニブタ3頭から採取した血漿を使




【結果】搬入後の ELISA 検査では、79 頭のう
ち 24 頭（30.4%）から IgG 抗体が検出された。
血漿からウイルスゲノムは検出されなかった














ツメガエル属における Adrenomedullin 5 の局
在と免疫に関する機能 
御輿真穂 1, 2, 山浦晋平 1, 青柳康太 2 , 荒木 















両 生 類 ネ ッ タ イ ツ メ ガ エ ル (Xenopus 
tropicalis) お よ び ア フ リ カ ツ メ ガ エ ル
(Xenopus laevis)を用いて、AM5 遺伝子の局在
と機能を明らかにすることを目的とした。

























ガエルに投与し、4 時間後および 24 時間後に
組織を採取して遺伝子発現を解析した。その結









































1) Ohtsuka M et al., Genome Biol., 2018









































































































があった。なお、会務報告は平成 30 年度第 2
回理事会の記載内容(69～70頁)を参照下さい。   





























































は SIgA 結合量と相関関係にある＞ 
これまでの報告と同様に、高脂肪食の摂取に
より腸内細菌叢構成は大きく変化し、









Mogibacteriaceae 、 Turicibacteraceae 、




































の TI-MII間にもあることが判明した (Otsuki 

































 犬伏 正幸  
川崎医科大学 放射線核医学 
  分子生物学の分野では古くからレポーター

















PET や SPECT というイメージング機器を用
いて画像化して診断する画像診断学のひとつ
である。例えば、18F でブドウ糖を標識した










膜 蛋 白 で あ る Na+/I- 共 輸 送 蛋 白 (Na+/I- 
Symporter; NIS)の遺伝子をレポーター遺伝
子として、123I や 99mTc などの放射性トレーサ
をレポータープローブとして用いることで、核








平成 30 年度第 1 回理事会 
平成 30 年 6 月 29 日（金）12:30～13:00 ま
で岡山大学理学部 31 講義室(3 階)で開催され
た。 
1.平成 29(2017)年度の活動報告
①研究会例会の開催(2 回):第 73 回例会(会員
持ち回り会場)は7月 7日(金)13:30～17:40ま
で岡山大学農学部第 3 講義室で、松山 誠先生 
（重井医学研究所）のお世話で開催された。             
一般講演 6 題・特別講演 1 題・懇親会(18:00
～19:50、岡山大学生協ピーチユニオン 4 階)
が企画された。 
第 74 回例会は 11 月 17 日(金)13:30～17:40
まで加計学園50周年記念館ホール4階(岡山理
科大学)で愛甲博美先生・目加田和之先生のお
世話で開催された。特別講演 1 題、記念講演 2
題・懇親会(18:00～19:40、岡山理科大学 A2
号館 8 階ラウンジ)が企画された。 
②研究会報発行・会員への送付






③会員の異動 (1 月 1 日～12月 31 日)
入会  正会員 1 名・賛助会員 1 社













常務理事会 5 月 17日、10 月 18 日
理事会    7 月 7 日、 11 月 17 日
⑧その他
定額貯金の満期の手続き（平成 19 年 12 月
19 日、定額預金額 350,000 円）、年利率 0.4%、 




1 月 1 日～12 月 31 日までの会計収支報告は
収入の部として前年度繰越金 465,009 円、会費 
（22 人 28 口）28,000 円、賛助会費(9 社) 
270,000 円、寄付金(松山 誠先生)5,035 円、郵
便貯金利子（定額）12,083 円、収入総額は
780,217 円となり、一方、支出の部として、印
刷費(第 33 号会報)139,968 円、通信費 32,734
円、第 73 回例会謝金 35,000 円、補助 30,000 
円、第 74 回例会補助 45,000 円、雑費 13,874
円、支出総額 296,576 円で、残高は 483,641
円である。なお、雑費の内訳は振替手数料 760
円、収入印紙(200 円×9)1,800 円、振替受払通
知票再発行料 514 円、花束 2 束(記念講
演)10,800 円である。 





第 75 回例会(会員持ち回り会場)は 6 月
29(金)13:30～17:40まで岡山大学理学部31講
義室で竹内 栄先生(岡山大学理学部)のお世話




















⑤会員の異動（1 月 1 日～6月 28 日）
入会 2 名:
橋本春菜氏(岡山大学自然生命科学研究支援
 センター動物資源部門鹿田施設)  
  坂本浩隆氏(岡山大学理学部附属臨海実験所）    
退会 5 名: 














会則 第 6 条（役員）・第 7 条（役員の選任）
第 9 条（役員の任期） 
  事務局 
〒700-8558 岡山市北区鹿田町 2-5-1 
  岡山大学自然生命科学研究支援センター 
動物資源部門鹿田施設 
矢田範夫 TEL:086-235-7446、FAX:- 235-7433 
  E-mail:yata-n@md.okayama-u.ac.jp 










常務理事会 5 月 10日、10 月予定





費（17 人 27 口）27,000 円、賛助会費(6 社)     
180,000 円、寄付金 0 円、郵便貯金利子 0 円、
収入総額は 690,641 円となり、一方、支出の部
として、印刷費(第 34 会報)15,915 円、通信費
9,758 円、第 75 回例会謝金 0円・補助 0 円、 
第 76 回例会謝金 0 円・補助 0 円、雑費 5,896
円、支出総額 175,569 円で、残高は 515,072
円である。なお、雑費の内訳は振替手数料(5
社)550 円、収入印紙(200 円×7)1,400 円、ハ
ブ・LAN ケーブル 3,996 円である。 
5.平成 31(2019)年度の活動計画
①研究会例会の開催（2 回）







内 J ホール 
日時：2019 年 6 月 28日（金）13:30～17:30 
企画：一般講演 6～7題、記念講演 1 題予定 
[懇親会：18:00～19:40] 
〇第 76 回研究会例会(岡山理科大学) 
世話役:目加田和之先生（岡山理科大学） 
会場：加計学園 50 周年記念館ホール 4階 
(岡山理科大学） 











「第 53 回日本実験動物技術者協会総会 in
 松山」の協力 











 術者協会 関西支部 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※    






①研究会例会の開催(2 回):第 75 回例会(会
員持ち回り会場)は6月29日(金)13:30～17:40 
まで岡山大学理学部 31 講義室で竹内 栄先生 
(岡山大学大学院自然科学研究科・理学部)のお














③初心者向けマウスの実技講習会     
主催: 岡山大学自然生命科学研究支援センタ
ー動物資源部門 
日時: 平成 30 年 10月 24 日（水）13 時～16
時 定員:10名 場所: 上記の鹿田施設 
後援: 岡山実験動物研究会 
受講料: 11,000 円/人 (岡山実験動物研究会会 
員の方は 8,000 円/人) 
④会員の異動 (6 月 29 日～12月 12 日)
入会 1 名 : 大月純子氏 (岡山大学生殖補
助医療技術教育研究センター)
 退会 2 名 : 田坂賢二氏（岡山大学名誉教
授・本会名誉会員、ご逝去 10月 7 日） 
淺田伸彦氏（岡山理科大学理学部・動物
学科）＜2019 年 1 月より＞ 
⑤研究会ホームページの再構築
システムの都合により、本研究会の従来のホ














常務理事会 5 月 10 日、10月 18 日
理事会  6 月 29 日、12月 14 日 
2．平成 30（2018）年度の会計収支中間報告 
  1 月 1 日～12 月 11日までの会計収支中間報
告は、収入部として前年度繰越金 483,641 円、     
会費（36人 56 口）56,000 円、賛助会費 (9 社）
270,000 円、寄付金 (竹内 栄先生) 7,065 円、
郵便貯金利子 0 円、収入総額は 816,706 円とな
り、一方、支出の部として、印刷費(第 34 号会
報) 159,915 円、通信費 22,266 円、第 75 回例
会謝金 35,000 円、補助 30,000 円、第 76 回例
会謝金 0 円、補助 0円、雑費 6286 円、支出総
額は 257,467 円で、残高は 559,239 円である。 
なお、雑費の内訳は振替手数料(8 社)890 円、
収入印紙(200 円×7)1,400 円、ハブ・LAN ケー
ブル 3,996 円である。  
3.次期の役員選任（任期:2019 年～2020 年）と
事務局の移転
 会則  
 第 6 条(役員) 本会に次の役員をおく。 
1.理事 15 名以上～25 名以内(うち、会長
1 名及び常務理事若干名）
2.監事 2 名 3.評議員 若干名





第 9 条(役員の任期) 本会の役員の任期は 2
年とし、再選は妨げない。 














































林 泰資 (ノートルダム清心女子大・大学院人 
間生活学研究科・教授) 
事務局  










共催 : 岡山大学自然生命科学研究支援セ 
ンター動物資源部門鹿田施設 
  世話役 : 樅木勝巳先生・矢田範夫氏 (岡 
山大・自然生命科学研究支援センター・ 
動物資源部門) 
日時 :6月 28 日(金)13:30～17:30 
[懇親会:18:00～19:40] 
会場 :岡山大学鹿田地区・医療系キャンパ 
ス内 J ホール 
 企画 : 一般講演 6～7 題・特別講演 1 題等 
〇第 78 回研究会例会  
世話役 : 目加田和之先生 (岡山理科大 
 学・理学部) 
日時:11 月中・下旬(金)13:30～ 
会場:加計学園 50周年記念館ホール 4 階 
（予定） 
企画:特別講演・記念講演等・懇親会(予定) 
2)研究会報第 35 号の発行 4月、送付・贈呈、 

















日時:2019 年 10 月 24 日(木)～26 日（土） 
会場:松山市総合コミュニティセンター（愛 
     媛県松山市湊町 7-5） 
大会長 矢田範夫氏、 実行委員長 柳原 
裕太氏、  事務局長 三上崇徳氏 
9)理事会・常務理事会の開催(各 2 回)
10)その他
第 76 回例会以降の活動報告 














 第 76 回例会の開催状況については本研究会
















第 76 回例会以降の会計報告 
 平成 30(2018)年度の会計収支中間報告に変
更のあった項目と金額のみを下記に記す。収入
額は会費(41 人 63 口)63,000 円、収入総額は
823,706 円、一方、支出額は通信費 27,004 円、
第 76 回例会謝金 10,000 円、補助 60,000 円、 
支出総額は 328,205 円となり、残額は 495,501
円となった。前年度より 11,860 円多く繰り越
すことになった。 
  平成 30(2018)年度の会計収支報告(1 月 1 日
～12月31日)は、平成31(2019)年1月16日(水)
に監事の河田哲典先生・林 泰資先生によって
会計監査が行われた。  
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